
先生

ストローマン・ジャパン TRAINING & EDUCATION外科 補綴

集客状況により開催中止となる場合がございます。開催日 2週間前を目途に開催可否判断をさせていただきます。予めご了承くださいませ。

応用 実習 サティフィケイト

2026

開催時間

年 9
15:00 - 18:00
5 （土）

会場 ／

定員 ／

受講費／

15名 （先着順、定員になり次第締切となります）

11,000円 （実習材料費、税込）

・Neodentシステムの特徴と臨床応用　・各種インプラントシステムの設計的特徴
・長期安定性に必要な条件とは何か

概要 〉〉

プログラム 〉〉

※プログラムは予告なく変更することがございますので予めご了承ください

TEL：0120-418-253（平日 09：30 ～ 17：00）
   Email：seminar.jp@straumann.com

本セミナーお申込

ストローマン・ジャパン株式会社 研修会事務局
〒108-0014 東京都港区芝 5-36-7 三田ベルジュビル 6F

クレジットカード決済可能 お申込時にご登録のメールアドレスへご案内メールを送信します。

※ ご提供いただいた個人情報は厳重に管理いたします。今回のイベント用途以外には使用いたしません。
※ 1つのメールアドレスにつき1名様のお申込登録となります。
※ 迷惑メールフィルター機能などを設定されていると、弊社からのメールが受信できない場合がございます

https://skill.straumann.com/jp/ja-JP/HomepageWeb URL

先生
医療法人きむら歯科 札幌ステーションデンタル・歯科口腔外科・矯正歯科
・東京歯科大学卒業
・医療法人慈皓会波多野歯科 勤務
・マロ・デンタル札幌 就職
・きむら歯科医院 院長就任
・日本口腔インプラント学会
・日本歯周病学会
・日本臨床歯周病学会
・顎咬合学会

　　販売名：ネオデント　ＧＭインプラント（NeoPoros）テーパード  承認番号：23100BZX00078000　製造販売元：ストローマン・ジャパン株式会社販売名：ネオデントＧＭサージカルインスツルメント  承認番号：305AKBZX00070000 製造販売元：ストローマン・ジャパン株式会社
販売名：ネオデント　インプラント用マニュアルツール  届出番号：13B1X10163000312 製造販売元：ストローマン・ジャパン株式会社

販売名：ネオデント補綴用ツール  届出番号：13B1X10163000347 製造販売元：ストローマン・ジャパン株式会社

インプラント周囲組織を守るための設計とは
- Neodent GM Helixが選ばれる理由 -

コースコード ：30359

木村 翔馬

近年、インプラント治療の長期予後には、インプラント周囲粘膜の厚み、皮質骨・海綿骨の骨量および
骨質が関与することが報告されている。 また、エマージェンスプロファイルを考慮した補綴設計に伴
い、インプラントマージンは従来より深い位置に設定される傾向があり、マイクロモーションやコンタ
ミネーションがインプラント周囲組織へ及ぼす影響は重要な検討課題とされている。 そのため、イン
プラントシステムには、周囲骨および軟組織への負荷軽減に配慮した高い剛性と、微小動揺や細菌侵入
の低減を目的としたコネクション構造が求められる。 NeodentはStraumann Groupの一員として、
グローバルな臨床知見を背景に発展してきたシステムであり、GMプラットフォームによる補綴の共通
化、シンプルな補綴体系、在庫管理の容易性など、日常臨床における実用性も有している。 本講義を
通じ、インプラント周囲組織の維持に必要な知識と技術、ならびにNeodent GM Helixの特徴につい
て理解を深めていただきたい。

TKP札幌駅
カンファレンスセンター

講師 〉〉
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SKILL
にアクセス

アカウント登録方法SKILL
STRAUMANN TRAINING PLATFORM

メールアドレス宛に届いた認証番号を
入力します

「次へ」をクリック

SKILL にアクセスします メニューバーの「ご登録」から
アカウント登録を行います

お名前をローマ字表記で入力します

1

2

3

ログイン後、
画面右上にお名前がでます

「開催コース」よりお申込み
いただけます

ストローマン太郎

https://skill.straumann.com/jp/ja-JP/Homepage

「貴社への登録」をクリック 登録の有無がご不明な場合は
「いいえ、会社を登録します」に
チェックを入れ登録を行ってください

「送信」をクリック
※SKILL のみをご利用の場合、
　チェックは必要ありません。

「SKILL へ移動」


